




れている早期外国語教育（FLES：Foreign Languages in 
the Elementary School）と比較しても，教育課程，教育目
標，教育内容，教育方法等において，特異な存在となっ
ている（Kim，2011(1); Kwon，2007(2)， 2009(3); Liu，2009(4); 
Ministry of Education and Human Resources Development，
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A Study on Educational Effects and Issues of Foreign Language Activities in 
Elementary Schools：Construction of a Learning Model for a Japanese Version of Early 
English Education and its Verification
MATSUMIYA  Shingo *  
　　This study analyzes a hypothetical cause-and-effect learning model of mandatory Foreign Language Activities practiced nationwide 
in terms of learner and communication factors. The main focus in this study is to verify educational effects and identify issues 
surrounding a newly introduced Japanese version of early English education. Based on a test of the causal learning model with a high 
goodness-of-fit ratio obtained by a covariance structure analysis, which arrays five significant learner factors identified via an exploratory 
factor analysis, a strong possibility that the foundation for communication abilities has been satisfactorily formed among the subjects of 
a survey in the study area. The test also indicates the necessity to implement a classroom practice to further promote pupils’ cognitive 
learning strategies in Foreign Language Activities. Informed by the findings, several improvement measures for Foreign Language 
Activities are discussed.
Key words: Foreign Language Activities in elementary schools, a Japanese version of early English education, a cause-and-effect 
















井，2002(14)；Sugiura, Ojima, Matsuba-Kurita, Dan, Tsuzuki, 
Katura, and Hagiwara, 2011(15)）。習慣形成（ALH：Audio-








































学省 , 2011b(20), 2011c(21)；財団法人日本英語検定協会 , 























































































　Benesse 教育研究開発センター（2011b） (36) が用いた質



































容的妥当性を検討するため，2011 年 6 月に B 市の小学



















間もない 7 月と，1 年間の学習の成果を確認することが
できる 2 月の計 2 回実施することとした。その結果，外
国語活動全面実施の初年次である 2011 年 7 月に第一次
調査を実施し，5 年生 6,891 名，6 年生 7,102 名から有効
回答があった。また，初年次末となる 2012 年 2 月に第












































を示す項目が 3 項目（項目番号 6，7，9），フロア効果




（≧ 1.0）から，5 因子解が適当であると判断し，「Kaiser 
の正規化を伴う Promax 回転」により因子の収束を図った。
　その結果，因子負荷量 .40 を基準として解釈可能な
因子解をそれぞれ 5 つ抽出することができた（表 1, 
2）。なお，5 年生の因子分析では，第Ⅳ因子の項目 15
の因子負荷量が .37，6 年生では第Ⅴ因子に含まれる項
目 24 の因子負荷量が .38 と基準値を下回っていたが，
Cronbach のα係数を算出し検定した結果，5 年生で抽出
した 5 つの因子解は，.62 ≦α≦ .79，6 年生においては 





























度を確認した。その結果，5 年生では NFI= .936，CFI= 











































































いることが分かった。さらに，RMSEA は .039 で，あて
はまりの良いモデルであることも確認できた。そこで，






CFI= .998，RMSEA= .029 と，良好な適合度が示された。
これにより，構築したモデルは，両母集団に対して共通
して適合度が高く，配置不変が成り立つ可能性が高いと
判断された。そこで，5 年生の 7 月期モデルを 6 年生の
学習モデルとしてあてはめた。その結果，モデルの適合
度を示す各指標は，NFI=.997，IFI=.997，CFI=.997 と高
い適合度を示し，RMSEA は .044 となり，あてはまりの
良いモデルであることが確認された。これにより，図 3
の学習因果モデルを，6 年生の外国語学習の 7 月期モデ
ルとした。
（2） 第二次調査の結果












な因子解をそれぞれ 5 つ抽出することができた（表 5, 
6）。なお，第二次調査の 6 年生の第Ⅳ因子を構成する項
目 15 の因子負荷量が .39，また，第Ⅴ因子の項目 24 の
因子負荷量が .33 と基準値を下回っていたが，内的整合
性の指標となるα係数を確認した結果（5 年生：.63 ≦












を実施した。その結果，5 年生では，NFI= .916，CFI= 























































































































表 7  5 年生第二次調査各因子の下位尺度得点の相関























5 年生では R2= .92，6 年生では R2= .97 と十分説明され
ていることが，また，2 月期モデルでは，5 年生で R2= 








ション志向（7 月期：5 年生β =.48, 6 年生β =.55，2 月期：







感（7 月期：5 年生β = .65, 6 年生β = .64，2 月期：5 年





ている（7 月期：5 年生 R2= .42, 6 年生 R2= .41，2 月期：






いる（7 月期：5 年生 R2= .21, 6 年生 R2= .22，2 月期：5
年生 R2= .25, 6 年生 R2= .26）。このことから，コミュニ
ケーション能力から有意な中程度の影響は受けてはいる
ものの（7 月期：5 年生β = .46, 6 年生β = .47，2 月期：
































































































































より検証した結果，5 年生では t(13921)=5.110, p<.001，6
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